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資 料 

 

新型コロナウイルス感染症対策について 

 

〇 保健福祉部関係 

・岡山県の感染状況、ワクチン接種状況 

・感染症法上の位置づけの変更（５類移行）に伴う対応 

 

 



岡山県の感染状況

ワクチン接種状況

令和５(2023)年3⽉23⽇
新型コロナウイルス感染症対策室

重症者用 10万人あたり 今週先週比

6.9% 1.5% 31.41人 0.72 9.6% 31.4人 9.6% 1人 28.2人

43床/
624床

1床/
67床 593人 593人/

828人

660件/
6,908件 593人 57人/

593人 533人

3/21

11.6% 3.0% 43.86人 0.84 9.3% 43.9人 9.9% 2人 38.8人

72床/
623床

2床/
67床 828人 828人/

986人
828件/
8,939件 828人 82人/

828人 732人

※ ＰＣＲ等陽性率は、3/15〜21の期間における（新規陽性者数）を（3⽉21⽇までに医療機関等から報告があった検査数）
で除した割合。
なお、濃厚接触者を医師の臨床診断により、検査を⾏わず陽性者と判断（みなし陽性）する場合がある。

3/16〜3/22

直近１週間の岡⼭県の状況（3/16〜3/22）

3/9〜3/15

人口10万人
あたり⾃宅療養者
数及び療養等調
整中の数の合計
値

今週

区分
確保病床使用率 新規陽性者数

PCR等
陽性率

10万人あたり
療養者数 ⼊院率 重症者数

下段との比較

時点 3/22 3/22

（※）

保健福祉部

※速報値
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年代別新規陽性者数

2,249人

(8.4%)

2,731人

(10.2%)

5,035人

(18.9%)

3,835人

(14.4%)

4,003人

(15.0%)

3,466人

(13.0%)

2,154人

(8.1%)

3,237人

(12.1%)

26,710人

18,158人

10,644人

6,740人

5,339人

3,420人
2,269人

1,420人 986人 828人

1/5～ 1/12～ 1/19～ 1/26～ 2/2～ 2/9～ 2/16～ 2/23～ 3/2～ 3/9～

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

1月第１週から減少傾向が継続している
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年代別入院者数

1月第１週から減少傾向が継続している

17人

(2.3%)

38人

(5.1%)

87人

(11.7%)

172人

(23.2%)

238人

(32.1%)

155人

(20.9%)

741人

655人

393人
371人

213人
184人

102人
83人 71人

43人

1/5～ 1/12～ 1/19～ 1/26～ 2/2～ 2/9～ 2/16～ 2/23～ 3/2～ 3/9～

0代 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代以上

クラスターの状況

1月第１週から減少傾向が継続している

6件 4件 3件

26件
21件

9件 7件

6件 4件
3件 4件

3件

57件

49件

30件

16件
18件

12件
11件

5件

3件

84件

76件

41件

27件
25件

19件
16件

10件

4件 4件

1/5～ 1/12～ 1/19～ 1/26～ 2/2～ 2/9～ 2/16～ 2/23～ 3/2～ 3/9～

保育施設 学校 企業等 飲食店 その他 その他福祉施設 医療機関 高齢者施設
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現下の医療提供体制(医療従事者の欠勤状況)

医療従事者の新型コロナ陽性者（濃厚接触者）は、１月上旬から減少傾向にある

0

100

200

300

400

500

600

1/5 1/12 1/19 1/26 2/2 2/9 2/16 2/23 3/2 3/9 3/16

医師 看護師

（人） 1/6
575人

3/16
12人

現下の医療提供体制（救急搬送困難事案件数）

21件

27件

16件 16件
13件 11件 12件

5件
10件

5件
9件

37件

50件

15件

4件
7件

6件 4件

2件

7件

8件 2件

58件

77件

31件

20件 20件
17件 16件

7件

17件

13件
11件

1/2～ 1/9～ 1/16～ 1/23～ 1/30～ 2/6～ 2/13～ 2/20～ 2/27～ 3/6～ 3/13～

コロナ外 コロナ疑い事案

救急搬送困難事案件数（岡山市消防局）は、1月中旬から減少傾向にある
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レベル判断

総合的判断 レベル１

○保健医療への負荷の状況

発熱外来等の負荷 負荷は小さい

入院医療の負荷 負荷は小さい

医療従事者の欠勤増加等による医療の制限 制限はほぼない

○社会経済活動の状況

その他の欠勤増加等による業務の制限
公共交通機関等で
制限は見られていない

○感染状況

感染者数 低位で推移

病床使用率 重症病床使用率

確保病床の
入院者数

確保病床数 使用率 確保病床の
重症者数

確保病床数 使用率

４３ ６２４ ６．９％ １ ６７ １．５％

・事象

・指標 令和5(2023)年3月22日

ワクチン接種状況（３月21日時点）

● 接種状況 ※括弧書きは接種率

区分 人口※１ ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

12〜64歳 1,125,273 928,178
(82.5％)

742,972
(66.0％)

382,292
(34.0％)

91,879
(8.2％)

65歳以上 570,197 534,742
(93.8％)

518,744
(91.0％)

472,263
(82.8％)

364,430
(63.9％)

全年齢※2 1,879,187 1,484,303
(79.0％)

1,270,392
(67.6％)

854,564
(45.5％)

456,309
(24.3％)

※１ 人口は令和４年住民基本台帳年齢階級別人口（市町村別）令和４年１月１日時点による。
※２ 全年齢の接種回数には小児(５～11歳)・乳幼児（６か月～４歳）への接種を含む。

● オミクロン株対応ワクチン接種（上記３～５回目接種に含まれる。）

区分 人口※１ 接種回数 接種率
12〜64歳 1,125,273 385,754 34.3％
65歳以上 570,197 426,623 74.8％
全年齢※2 1,879,187 812,403 43.2％
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感染症法上の位置づけの変更
（５類移行）に伴う対応

感染症法上の位置づけの変更に伴う措置等の概要

項目 ～５月７日 ５月８日～

発生動向
全数把握
※発生届は高齢者等に限定

定点把握

入院措置・勧告 入院の必要な者を対象 適用外

外出自粛要請 全ての陽性者・濃厚接触者を対象 適用外

健康観察 高齢者等に重点化し、実施 終了

※オミクロン株とは大きく病原性が異なる変異株が出現するなどの特段の事情が生じないことを条件

●令和5(2023)年3月10日 国の新型コロナウイルス感染症対策本部決定に基づく整理

6



項目 ～５月７日 ５月８日～

診療・検査医療機
関（外来）

発熱等の患者が、地域の身近な医療機関で診
療・検査が受けられるよう、診療・検査医療
機関として指定し、公表

幅広い医療機関によ
る診療・検査

患者受入医療機関
（入院）

コロナ患者専用病床を確保した医療機関で、
県からの調整により患者を受入

幅広い医療機関によ
る受入

入院調整
保健所が医療機関からの発生届をもとに、入
院適用と判断した患者を、県が患者受入医療
機関へ調整

原則、医療機関間に
よる調整

設備整備、病床確
保等補助金

診療・検査に必要な設備整備、コロナ患者専
用病床確保のための空床等への補助

補助内容を一部見直
し継続

医療費の公費支援
コロナ検査費用や療養期間中の医療費にかか
る患者の自己負担額を公費で支援

急激な負担増になら
ないよう、一定の公
費支援を継続

５類移行に伴う主な施策の変更

●医療提供

５類移行に伴う主な施策の変更

●陽性者への支援

項目 ～５月７日 ５月８日～

受診相談・体調急
変時の相談体制

発熱時等の受診相談や陽性判明後の体調急変
時の相談に対応

継続

陽性者診断セン
ター

自己検査等で陽性判定となった者がＷＥＢで
申請し、医師が確定診断を実施

終了

自宅療養サポート
センター

自宅療養中の陽性者に対し、健康観察や健康
相談を実施

終了

食料品等の配送
外出ができず、食材等を確保できない自宅療
養者のうち希望する者に対して、食料品等を
配送

終了

宿泊療養施設
自宅で家族と隔離困難な陽性者が療養するた
めの宿泊療養施設を運営

終了

宿泊療養施設等へ
の搬送

宿泊療養施設や医療機関に、自家用車等によ
り自ら移動ができない陽性者を専用車両で搬
送

終了
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５類移行に伴う主な施策の変更

●高齢者施設等への支援

項目 ～５月７日 ５月８日～

感染予防研修
高齢者施設等の職員を対象に、基本的感染対
策や感染発生時の対応等の研修の実施

継続

集中的検査
高齢者施設等の職員等を対象に、無償配布し
た抗原検査キットにより定期的な検査を実施

継続

感染発生時の支援
かかり増し経費や施設内療養を行う施設等へ
の支援を行うとともに、応援職員の派遣等に
より業務継続を支援

継続

クラスター発生時
の感染管理支援

クラスター発生時において、感染管理の専門
家（OCIT）を高齢者施設等へ派遣し、感染管
理や療養環境整備等の支援を実施

継続

クラスター発生時
の看護職員派遣

クラスター発生時において、施設内療養する
場合に、看護職員の配置がない、または少数
の高齢者施設等に看護職員を派遣

継続

５類移行に伴う主な施策の変更

●感染拡大防止

項目 ～５月７日 ５月８日～

感染状況の公表
医療機関からの日々の報告を集計し、新規陽
性者の発生状況を毎日公表

季節性ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞと同
様に定点把握に移行
し、週１回公表

ゲノム解析 変異株等の動向調査のためゲノム解析を実施 継続

県民への協力要請
新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づ
き、まん延防止等重点措置や緊急事態宣言等、
県民へ行動制限等を要請

特措法に基づかない
基本的な感染防止策
等の呼びかけは継続

無料検査事業
感染不安のある県民や旅行等で陰性結果を必
要とする者を対象に、無料検査を実施

終了
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※入院、入院調整については、幅広い医療機関で新型コロナの患者が受診できる医療体制
に向けた、今後の移行の具体的な方針や目標等を示した９月末までの「移行計画」を
４月２１日までに策定

５類移行後の医療提供体制の方向性

現行 ５類移行後 支援内容等

外
来

６５９
※R5/3/22現在の
診療・検査医療
機関数

幅広い医療機関での対応を
目指す
※R5/3/1現在の内科、小児科、耳鼻

咽喉科を標榜する医療機関数1,085

・必要な設備整備等を支援
・効率的な感染対策等の普及

入
院

７５
※R5/3/22現在の
受入医療機関数

すべての病院での対応を
目指す
※R5/3/1現在の全病院数159

・必要な設備整備等を支援
・効率的な感染対策等の普及

入
院
調
整

県、保健所
による調整

原則、医療機関間による
調整

・県、保健所は医療機関間の入院調整を支援
・医療機関間で患者の受入状況を共有する

仕組みを普及
※円滑な移行に向けて、４月５日から、医療

機関間による入院調整を試行的に実施

限られた医療機関による
コロナ専用医療

幅広い医療機関による
通常医療

項目 概 要

マスク着用※１ ・従事者は勤務中のマスク着用を推奨

感染対策
・感染対策の徹底、感染症対応力向上のための研修を実施
・希望者に対する新型コロナワクチンの接種
・従事者への集中的検査の実施

医療機関との連携強化
・感染発生時における相談、往診、入院調整等を行う医療機関
の確保

療養体制の整備 ・施設内療養に備えた体制を整備

退院患者受入促進 ・退院基準を満たした入院患者の受入を促進

業務継続計画の策定※２
・感染症や災害に備えた業務継続計画を令和６（2024）年３月末
までに策定

高齢者施設等には重症化リスクが高い高齢者が多く生活していることを踏まえ、
感染を未然に防ぐため感染対策の徹底を図るとともに、感染発生時に備えた医療
機関との連携強化等を図る。

高齢者施設等における対応

※１ 令和5(2023)年2月10日 国の新型コロナウイルス感染症対策本部決定

※２ 令和3年度介護報酬改定により義務づけ
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医療費の自己負担について 参考資料

●令和5(2023)年3月10日 国の新型コロナウイルス感染症対策本部決定

医療費の自己負担について 参考資料

●令和5(2023)年3月10日 国の新型コロナウイルス感染症対策本部決定
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オミクロン株対応ワクチンの接種令和５（2023）年度のワクチン接種

１ 法的位置付け、目的等
・予防接種法に基づく特例臨時接種を令和６(2024)年３月31日まで延長する。
・重症化予防を主な目的とする。
・接種対象者は自己負担なく接種を受けられる。

２ 接種対象・スケジュール（第45回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会（ R5.3.7 ）資料より抜粋）

公的関与：予防接種法に基づく努力義務及び接種勧奨
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